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論文内容要旨
 著者は本教室永年の多方面にわたる光学顕微鏡的検索成績を基盤とし,胎生期を含む正常状態
 篤フェリチソ,デキストラン鉄,チフスワクチン等に対する局所的被刺激状態,或いはチフスワ
 クチンによる,全身的被刺激状態下の家兎皮下結合織性細胞を電子譲微鏡的に観察したqその結果
ぎ
 の概略は次の!如くである。
き
 1)正常状態;この場合の皮下結合織性細胞は光頭に依る如くには組織球と線維細胞とを峻
;
 別し傳たいので,一応胞体内小暴富の構成に従って以下の4型に分類した。備型:小暴富構成の
 単純友明調細胞型。この型では小器官は殆ど内容物をみ支い窒胞状小胞体から成る02型:長管
 状叉は嚢状に拡大した粗面小胞体が多く,見られる型。この型では大毒さe・5μ以上の滑面小胞体
 も多数混在し,胞体明調を呈する。αolgi装置の存在員立つものもあるが一般には余わ優勢な
 発育を示してい友仏。胞体外形質は著しく不規則で,細胞膜は処々不崩際にぼけ,周囲の細線維
 と連っているら5型:最:も複雑な小雛宮構成を示す型。短管状の粗面小胞体が可成わよく発達し
 たものもあるが,嚢胞状拡大を承さ支いoGolg1装置の存:在日立ち}滑面小胞体としては殆ど
 全て円形の断癒を呈する大きさa5μ以上の窒胞と共に,0.5μ以下の脅低電子密慶の内容を有す二
 るVesicleが多数存雀する。他に多彩友線を示す特殊顆粒1(1y8080狙e)を多数認める。
 胞体縁は一部不明瞭化し,胞体外細線維と連絡している04型;胞体縁鮮弱な遊離細胞型。小器
 官構成は5型と懸ぼ厨様であるが,粗面小胞体の数は毒わ少く,且つ塗狭い糸状を呈し,核はよ
 嘘つた類円私暗調型である。
 五)被刺激状態;窪)フエリチソコ回投与実験成績(1・5%α2CGづつ鱒ケ所に分淫后
 3時間臼から9週に亘る経時的観察)。フエ夢チソを大量に貧食する細胞は,それを胞依内に永
 ぐ保持し乍ら可成わの分裂増殖を示すが,低電食性細胞に較べると増殖領海弱く.りよb階調性を
 呈し,後期に30ユgi空胞の存在目立つ様になる他,小暴富には著変をみること友く次第に変性
 に降る。一方低貧食細胞には著しい変化が認められる。即ち既春の粗面小胞体の発達をみる傍ら,
 滑面型から粗面型への移行を認め,これが胞体充満性の線維芽細胞に至る過程を追跡出来た。そ
 の飽に大型幼若細施,小型円形細胞,巨細胞等の出現をみた。大型幼若細胞はフエリチγ投与初
 期にのみ認められ,小器富の構成としては正常時の2型と5型の中間に位するものであった。円
 形細馳は出窺時期によわそ㊨像を異にする。即ち勉置后初期に出現するものは胞体に乏しく,小
 躍官の構成極めて単純なものであり,中期のものは中型顆粒乃至斑icrobOdy・に富み,後期で
 はGolgi装置とVρ鋭。ユ3状小胞体のよく発達したものを認める。巨細胞には胞体深部まで著
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 朋な歯入を示す偽星様突起がみられ,胞体内にはRibo80阻e,滑面小胞体,糸粒体等が多数存
 在し・稼はその辺縁に於いて電子密度の高度上昇を示す。即ち核,胞体共に4型に罪常によく似た
 性状を有するものである02)フエリチγ5圃洗尉実験成績(15%,4,5～2(患を同～局所に
 5段間隔で注射,最終注射后2週目観察)。注射局勝には濃蕩形成とそれを囲む厚い肉芽組織挫
 被膜を認めた。か～る肉芽1組織にはフェリチン1回投与時出現した各種形態の細胞の他,形質細,
 胞の出現と,著しいぬ管の新生を認め,又小動脈の平滑筋細胞が内皮細胞を圧排する如く風船状
ミ
 に血管内盗へ突出するという特異な像に接した。5)アポフエリチ頓5園投与実験成績(t5%}
 竃、
 t5～2㏄周一皮下局所に5日購籍で投与盾4・7・44目后観察)。・細胞反応はフェリチソに,
ま
 。乾し著しく微弱であった。白魔球及び既襟の結合織性細胞の窒胞性変性が霞立ち,粗面小胞体の
 発達した細胞にも変性細胞を貧食する勝見を認めた点は浅昌される。4)デキストラソ鉄(フェ
 リチソに含・まれる鉄と!司量の鉄量)4回投与・実験の成績。細胞反応はフェリチソ程著しくなく,
 肉血球,小型円形細胞,巨細胞等の出現を殆ど認めない。但し鉄の処理に蔑しては}鉄が先ずフ
 ェリチソに合成された後}胞体縁の不盟瞭化に伴う一種の分泌と見倣される機転により胞体外に
 放出章運搬されることが判明した。かNる細胞のGoエー91装麓には空胞型の多いことが目立づ悔
 5)チフスワクチン局所投与実験成績(0.2QC皮下投与后5日目の鹸索)oフェリチソ処置中期
 に出現したのと同じ型の小型円型細胞を病巣中心部に,叉その周囲には線維芽細胞の著しい増生
 を認めた。6)チフスワクチン腹腔投与実験成績(チフスワクチγ5Qα/K9腹盗投与后5,9,
 鈎臼後検索)。投与后5日目には大型細胞の巣状の増殖が認められた。か～る細胞は必ずしも
 一様な構造を示すものでは支いが,〔沁1gi装置が処々に証明され,小～中型顆粒の多少の増加・
 が認められた。特に{}olgi膜の一部が可成り電子密度の高い物質を容れ乍ら小嚢状に膨隆し,
 ときにそれと詞惟状の籟粒状に遊離した物質がその周囲に趨明され∫たが,これは1y璽OSo1ne
 と称される顆粒の生成過程の一つを示すものとして注罠される。投与9臼后では1ys◎so鵬
 がや～大型化し,内部構造不均一を示す様になったが,14臼目にはほぼ正常に近い形態を示し
た。、
 以上の実験成績と正常時に於ける結合織性細胞の竜頭的所見を対比考按すると,4型及ぴ2型
 細胞には線維芽細胞への移行が,5型及び4型細胞には大貧食細胞(即ち組織球)としての性格
 が夫々強ぐ認められる。しかしフェリチソ投与初期及びチフスワクチン腹腔投与后5日目にみら・
 れた大型細胞については,その由来を正常時の何れの細胞に求むべきか明らかでなく,とくにチ
 フスワクチン処置例で,胎生5週目に幽現する細胞の中に類似細胞を見出し得たにすぎ友かつた。
}麗…
 審査結果の要旨
 皮下に診ける組織球と線維細包の異同乃至相関については,今日尚異論が残されている。本論
 丈の著春はこの問題究明のための資料として.家兎皮下の細胞を選び,鉄粒子を含む各種の刺激
 性物質をそこに投与し,その際反応出現する細胞を,該物質を大量に貪食する細胞と然らざるも
 のとに分けて電顕的に観察している。その成績は,1)正鴬時に於ける組織球と線維細胞との電
 顕的鑑別は光学顕微鏡的特徴を参考することにより或程度可能であるが,し脅し光顕酌同定と電
 顕的同定との間には多少のずれがある。2)これら細胞の膜系は連続性である。5)小型円形細
 胞にはその存在する環境乃至機能状態に応じて,細胞内小器官に著しい差異が認められる。
 4)各種細胞増殖の根源とみなされる大型幼若細胞の小器官は,正常時の組織球と線維細胞の中'、
 聞的配列を示している。5)綱内系細胞内に多く含まれ,近年激しい論義の対象となっている
 ly・3。s扉ne顆粒の生成機序の一つに,G。lgi装置が大きな役割を演ずることが明らかである。
 6騨綱と雛細胞とは・瀦がそれぞれ購な朧購にあるものでは電融に聞擲り
 もより容易に鑑別出来る1が,休止状態に於いてのこれら細胞の錘捌には電顕は光顕に一歩を譲る。
 という各項にしぼられる。
 以上の成績は網内系研究のうち組織球の電顕学的研究上重要な知見を湘えたものといえる。
 レたがって本論交は学位を授与するに価値あるものと判定する。
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